
 

令和２年度におけるＡＣＰ部会等での取組結果について 

 

１ 各ワーキンググループでの取組 

(１)市民啓発ワーキンググループ 

(目的) 

市民及び関係機関に対して、「私の生き方ノート」の活用による ACP の普及啓発を検討 

  (取組結果) 

     ■令和２年９月９日リモート会議実施 

      ・依頼型出前講座で活用できる下記啓発プログラムと啓発資料を作成した。市民に分か

りにくい内容等については、適宜プログラム内容の修正や「もしバナゲーム」などのツ

ールを活用した取組を行うこととした。 

      参考：啓発資料は令和２年９月１０日介護支援専門員研修で使用 

  (プログラム) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(２)人材育成ワーキンググループ 

(目的) 

支援者の資質向上のための研修体制の構築 

(取組結果) 

   ■令和２年８月２０日リモート会議実施 

      ・E-FIELD に基づく「本人の意向を尊重した意思決定のための相談員研修会」として、

令和３年２月２１日（日）Web 研修を企画 

       ※新型コロナウイルス感染拡大状況下のため中止 

(Web 研修であったが事務局やファシリテーターが集う状況が発生するため) 

 

内容 要旨 所要時間 

国における終末期医療 

（人生の最終段階における医療・ケ

ア）の取組について 

国での取組内容について説明できる ５分 

久留米市における取組 

（ACP 部会での検討内容など） 

久留米市での取組内容について説明で

きる 
５分 

アドバンス・ケア・プランニングに

ついて 

エンディングノートと ACP の違い、事

前指示書と ACP の違いから、ACP の本

質を伝えることができる 

２０分 

私の生き方ノートについて 
ノートの構成や、作成にあたってのポ

イントを説明できる 
１０分 

実際に私の生き方ノートを書いて

みよう 
参加者に実際に書いてもらう １５分 

質疑応答  １０分 

 ６０分程度 

資 料 ４ 



(３)救急医療ワーキンググループ 

  (目的) 

救急隊員等に対する調査及びＡＣＰや在宅医療等に関する研修の検討 

  (取組結果) 

  ■令和２年１１月１３日リモート会議 

   ①救急隊員等に対する調査について 

消防庁救急企画室通知（平成３０年１２月１０日付事務連絡）「心肺蘇生を望まない傷

病者に係る救急出動件数の調査について（依頼）」により集計された久留米広域消防本

部集計アンケート結果をアウトカム指標として設定することに決定。 

   ②令和３年１月７日（木）、１月８日(金)  救急隊員に対する ACP に係る研修を企画 

      ※新型コロナウイルス感染拡大状況下のため中止 

   ③救急医療機関における「私の生き方ノート」の配布について 

    要件に当てはまる患者が救急搬送されたモデル医療機関において、「私の生き方ノート」

の配布を試行的な取組として実施できないか今後検討を進める。 

 

 ２ 各ワーキンググループでの取組評価 

    取組状況については、下記の評価指標を参考に評価する。抽出可能な指標であるのか、ま

た、評価指標として妥当なのか等については適宜精査する。 

 

  ＜共通＞ 

分類 項目 

ストラクチャーに関する

指標 

 在宅療養支援診療所・病院数 

 在宅時医学総合管理料及び施設入居時等医学総合管理料届出医

療機関数 

 救急医療機関数、本部管轄内における救急救命士数 

 歯科医療機関数、歯科医療機関における特掲届出数 

 訪問看護事業所数 

 調剤薬局数 

 居宅系及び施設系サービス事業所数 

   

＜市民啓発＞ 

分類 項目 

プロセスに関する指標  生き方ノートを活用した研修実施回数 

 もしバナゲーム活用出前講座数 

 「私の生き方ノート 

（話し合いましょう・伝えましょう編）」の配布箇所・配布部数 

アウトカムに関する指標  ＡＣＰの認知度（市民票、従事者票） 

 研修実施後の理解度の向上割合 

 

 



 

＜人材育成＞  

分類 項目 

プロセスに関する指標  訪問診療算定件数 

 往診料算定件数 

 E-FIELD 研修受講施設数 

 上記ストラクチャー指標別にみた研修受講施設の割合 

 その他研修等の実施件数 

 「私の生き方ノート（話し合いましょう・伝えましょう編）」の

配布件数 

アウトカムに関する指標  看取りを希望する場所のうち「自宅での看取り」を希望する割

合及び、その実現可能度 

 ＡＣＰの認知度（市民票、従事者票） 

 

  ＜救急医療＞ 

 

分類 項目 

プロセスに関する指標 

 年間救急搬送件数 

 病院収容までの所要時間 

 救急隊員を対象としたＡＣＰ等に関する研修実施回数 

 「私の生き方ノート（話し合いましょう・伝えましょう編）」

の配布件数（救急医療現場） 

 救急医療機関から引継ぎを受けた件数（訪問看護事業所票） 

アウトカムに関する指標 

 ノート配布者の再搬送件数 

 救急搬送事例のうち、望まない救急搬送の割合（消防部局票） 

 救急隊員におけるＡＣＰの認知度（研修でのアンケート票で

聴取） 


